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１．海上保安大学校、海上保安学校で入学式

　４月１１日、海上保安大学校（広島県呉市）において、翌１２
日には海上保安学校（京都府舞鶴市）において入学式が執り行わ
れました。
　それぞれの式では来賓や家族が集まる中、入学生代表が海上保
安官としての知識と技能の習得に励むことを力強く宣誓しまし
た。

　４月８日、美保航空基地所属の機動救難士７名は、島根県松江
市美保関町にある玉結(たまゆい)漁港において、洋上からの吊り
上げ救助を想定した訓練を実施しました。
　当日は、荒波によって発生した大量の「波の花」の中に埋も
れ、視界や資機材の確認が困難な状況にも遭遇するなど、奇しく
も実際の荒天時における吊り上げ救助を想定した訓練となりまし
た。

２．波の花に埋もれての訓練
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海上保安大学校入学生代表による宣誓

海上保安学校入学生代表による宣誓 海上保安学校学生隊による分列行進

訓練中の機動救難士

訓練当日の玉結漁港
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３．隠岐島西郷沖火災船に対する迅速な消火活動 ４．浸水の外洋ヨットを遠距離曳航救助

　４月２日午後３時頃、海上パトロール中の巡視船「だいせん」
は、第八管区海上保安本部から島根県隠岐島西郷沖約６ｋｍの海
上で、火災船がいるとの情報を入手すると、直ちに現場に急行
し、巡視船「さんべ」と連携して、約４時間にも及ぶ消火活動を
実施しました。

　４月１３日午前１０時頃、沖縄本島の南東約６３０ｋｍの海上
で日本船籍ヨット「ＯＮＥ　ＰＩＥＣＥ」(５トン未満、日本人
１名乗船)が船底から浸水し、第十一管区海上保安本部に救助要
請があり、巡視船「くにがみ」が現場に急行しました。
　「くにがみ」は自力で航海できなくなったヨットを曳航し、途
中荒天の中、那覇港までの約４００ｋｍ、およそ４５時間にも及
ぶ遠距離の曳航救助を完了しました。

消火活動中の巡視船だいせん

巡視船さんべとの連携消火活動

曳航準備作業

荒天の中、ヨットを曳航する巡視船くにがみ
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